
(57)【要約】

【課題】分布定数回路を用いたフィルタ装置及び回路モ

ジュールに関し、特に、小型で、広帯域のバンドパス特

性が得られるフィルタ装置及び回路モジュールを提供す

ることを目的とする。

【解決手段】本発明は、分布定数回路により構成され、

バンドエルミネート特性を有する第１のフィルタ手段と

、第１のフィルタによるバンドエルミネート特性の低域

減衰極周波数以下及び高域減衰極周波数以上の周波数を

減衰させる第２のフィルタ手段とにより帯域通過特性を

有するフィルタ装置を構成したことを特徴とする。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
帯 域 通 過 特 性 を 有 す る フ ィ ル タ 装 置 に お い て 、
　 分 布 定 数 回 路 に よ り 構 成 さ れ 、 バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 を 有 す る 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 と
、
　 前 記 第 １ の フ ィ ル タ に よ る バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 低 域 減 衰 極 周 波 数 以 下 又 は 高 域 減
衰 極 周 波 数 以 上 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る フ
ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 前 記 ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ が 多 段 に 縦 続 接 続 さ れ た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 集 中 定 数 回 路 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の フ ィ ル タ に よ る バ ン
ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 低 域 減 衰 極 周 波 数 以 下 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る ハ イ パ ス フ ィ ル タ と 、
　 集 中 定 数 回 路 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の フ ィ ル タ に よ る バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 高 域
減 衰 極 周 波 数 以 上 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る ロ ー パ ス フ ィ ル タ と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 分 布 定 数 回 路 か ら 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
３ の い ず れ か 一 項 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 前 記 分 布 定 数 回 路 と し て シ ョ ー ト ス タ ブ を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ５ 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 前 記 シ ョ ー ト ス タ ブ が 多 段 に 接 続 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ６ 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ と 、 前 記 第 １ の ス タ ブ 付 き
リ ン グ フ ィ ル タ の 出 力 ポ ー ト に 入 力 ポ ー ト が 接 続 さ れ た 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ
と か ら 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 前 記 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ の 入 力 ポ ー ト 側 の 第
１ の 配 線 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ 段 の シ ョ ー ト ス タ ブ か ら 構 成 さ れ る 第 １ の シ ョ ー ト ス
タ ブ 部 と 、 前 記 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ の 出 力 ポ ー ト 側 の 第 ２ の 配 線 に 形 成 さ れ
た 少 な く と も １ 段 の シ ョ ー ト ス タ ブ か ら 構 成 さ れ る 第 ２ の シ ョ ー ト ス タ ブ 部 と 、 前 記 第 １
の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ の 出 力 ポ ー ト と 前 記 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ の 入 力
ポ ー ト と を 接 続 す る 第 ３ の 配 線 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ 段 の シ ョ ー ト ス タ ブ か ら 構 成 さ
れ る 第 ３ の シ ョ ー ト ス タ ブ 部 と か ら 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 乃 至 ７ の い ず れ
か 一 項 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ３ の 配 線 は 、 前 記 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ と 前 記 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ
ィ ル タ と の 入 出 力 が 折 り 返 さ れ る パ タ ー ン と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の
フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ を 構 成 す る オ ー プ ン ス タ ブ は 、 前 記 第 ２ の リ ン グ 付
き フ ィ ル タ の 方 向 に 延 出 し て お り 、
　 前 記 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ を 構 成 す る オ ー プ ン ス タ ブ は 、 前 記 第 １ の リ ン グ
付 き フ ィ ル タ 方 向 に 延 出 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
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【 請 求 項 １ １ 】
前 記 第 １ の シ ョ ー ト ス タ ブ 部 は 、 前 記 第 １ の 配 線 か ら 前 記 第 ２ の 配 線 方 向 に 延 出 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の シ ョ ー ト ス タ ブ 部 は 、 前 記 第 ２ の 配 線 か ら 前 記 第 １ の 配 線 方 向 に 延 出 さ れ た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 又 は １ ０ 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ と 、 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン
グ フ ィ ル タ と 、 前 記 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ の 出 力 ポ ー ト に 入 力 ポ ー ト が 接 続 さ
れ 、 前 記 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ の 入 力 ポ ー ト に 出 力 ポ ー ト が 接 続 さ れ た 第 ３ の
ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ と か ら 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 前 記 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ の 入 力 ポ ー ト 側 の 第
１ の 配 線 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ 段 の シ ョ ー ト ス タ ブ か ら 構 成 さ れ る 第 １ の シ ョ ー ト ス
タ ブ 部 と 、 前 記 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ の 出 力 ポ ー ト 側 の 第 ２ の 配 線 に 形 成 さ れ
た 少 な く と も １ 段 の か ら シ ョ ー ト ス タ ブ か ら 構 成 さ れ る 第 ２ の シ ョ ー ト ス タ ブ 部 と を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 乃 至 ７ の い ず れ か 一 項 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ と 前 記 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ と は 、 前 記
第 ３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ に よ り 入 出 力 が 折 り 返 さ れ る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ を 構 成 す る オ ー プ ン ス タ ブ 及 び 前 記 第 ２ の ス タ ブ 付
き リ ン グ フ ィ ル タ を 構 成 す る オ ー プ ン ス タ ブ 並 び に 前 記 第 ３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ
を 構 成 す る オ ー プ ン ス タ ブ は 、 折 り 返 し 形 状 の 内 周 側 に 延 出 し て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ を 構 成 す る オ ー プ ン ス タ ブ 及 び 前 記 第 ２ の ス タ ブ 付
き リ ン グ フ ィ ル タ を 構 成 す る オ ー プ ン ス タ ブ は 、 折 り 返 し 形 状 の 外 側 に 延 出 し て 形 成 さ れ
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 及 び 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 同 一 の 回 路 基 板 上 に 搭 載 さ れ た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 回 路 基 板 上 に 、 前 記 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 及 び 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 の 周 辺 回 路 を 構
成 す る チ ッ プ 部 品 を 搭 載 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 回 路 基 板 は 、 可 撓 性 を 有 す る 回 路 基 板 か ら 構 成 さ れ 、
　 前 記 可 撓 性 を 有 す る 回 路 基 板 を 折 曲 し た 形 状 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 又 は １
７ 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 回 路 基 板 は 、 可 撓 性 を 有 す る 回 路 基 板 か ら 構 成 さ れ 、
　 前 記 可 撓 性 を 有 す る 回 路 基 板 を 巻 回 し た 形 状 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 又 は １
７ 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 第 １ の シ ョ ー ト ス タ ブ 部 の 先 端 と 前 記 第 ２ の シ ョ ー ト ス タ ブ 部 の 先 端 は 、 共 通 の 接 地
手 段 に 接 続 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 乃 至 １ ０ 、 及 び 、 請 求 項 １ ３ 乃 至 １ ９ の い ず
れ か 一 項 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 接 地 手 段 は 、 接 地 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の シ ョ ー ト ス タ ブ 部 と 前 記 第 ２ の シ ョ ー ト ス
タ ブ 部 と の 間 に 立 設 さ れ た 導 体 板 か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の フ ィ
ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
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前 記 折 り 返 し 部 分 の 内 周 側 の 延 出 し た オ ー プ ン パ タ ー ン は 、 他 の オ ー プ ン パ タ ー ン に 対 向
す る 部 分 の 形 状 が ラ ウ ン ド 形 状 と さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 乃 至 １ ０ 、 及 び 、 請 求
項 １ ３ 乃 至 ２ １ の い ず れ か 一 項 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 と 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 誘 電 体 よ り な る 封 止 材 に よ り 封 止
さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ２ ２ の い ず れ か 一 項 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
帯 域 通 過 特 性 を 有 す る フ ィ ル タ 装 置 に お い て 、
　 分 布 定 数 回 路 に よ り 構 成 さ れ 、 バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 を 有 す る 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 と
、
　 前 記 第 １ の フ ィ ル タ に よ る バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 低 域 減 衰 極 周 波 数 以 下 又 は 高 域 減
衰 極 周 波 数 以 上 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 と を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 集 中 定 数 回 路 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の フ ィ ル タ に よ る バ
ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 低 域 減 衰 極 周 波 数 以 下 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る ハ イ パ ス フ ィ ル タ と
、
　 集 中 定 数 回 路 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の フ ィ ル タ に よ る バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 高 域
減 衰 極 周 波 数 以 上 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る ロ ー パ ス フ ィ ル タ と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る フ
ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
帯 域 通 過 特 性 を 有 す る フ ィ ル タ 装 置 に お い て 、
　 分 布 定 数 回 路 に よ り 構 成 さ れ 、 バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 を 有 す る 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 と
、
　 シ ョ ー ト ス タ ブ か ら 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の フ ィ ル タ に よ る バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 低
域 減 衰 極 周 波 数 以 下 又 は 高 域 減 衰 極 周 波 数 以 上 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段
と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
帯 域 通 過 特 性 を 有 す る フ ィ ル タ 装 置 に お い て 、
　 分 布 定 数 回 路 に よ り 構 成 さ れ 、 バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 を 有 す る 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 と
、
　 前 記 第 １ の フ ィ ル タ に よ る バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 低 域 減 衰 極 周 波 数 以 下 又 は 高 域 減
衰 極 周 波 数 以 上 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 と を 有 し 、
　 前 記 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 及 び 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 基
板 上 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 基 板 を 折 曲 し た 形 状 と し た こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ 装
置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
帯 域 通 過 特 性 を 有 す る フ ィ ル タ 装 置 に お い て 、
　 分 布 定 数 回 路 に よ り 構 成 さ れ 、 バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 を 有 す る 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 と
、
　 前 記 第 １ の フ ィ ル タ に よ る バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 低 域 減 衰 極 周 波 数 以 下 又 は 高 域 減
衰 極 周 波 数 以 上 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 と を 有 し 、
　 前 記 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 及 び 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 は 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 基
板 上 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 基 板 を 巻 回 し た 形 状 と し た こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ 装
置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
回 路 基 板 と 、
　 前 記 回 路 基 板 上 に 導 電 パ タ ー ン に よ り 分 布 定 数 回 路 と し て 形 成 さ れ た フ ィ ル タ 手 段 と 、
　 前 記 回 路 基 板 上 に 搭 載 さ れ 、 前 記 フ ィ ル タ 手 段 の 周 辺 回 路 を 構 成 す る チ ッ プ 部 品 と を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 回 路 モ ジ ュ ー ル 。
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【 請 求 項 ２ ９ 】
複 数 の ス タ ブ を 有 す る 分 布 定 数 回 路 が 形 成 さ れ た 回 路 モ ジ ュ ー ル に お い て 、
　 前 記 複 数 の ス タ ブ の う ち 角 部 が 他 の ス タ ブ と 近 接 す る ス タ ブ は 、 該 角 部 が ラ ウ ン ド 状 に
形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 回 路 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
分 布 定 数 回 路 が 搭 載 さ れ た フ レ キ シ ブ ル 配 線 板 を 有 す る 回 路 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 板 を 折 曲 又 は 巻 回 し た 状 態 で 誘 電 体 樹 脂 に よ り 封 止 し た 構 成 と さ
れ た 回 路 モ ジ ュ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は フ ィ ル タ 装 置 及 び 回 路 モ ジ ュ ー ル に 係 り 、 特 に 、 分 布 定 数 回 路 を 用 い た フ ィ ル
タ 装 置 及 び 回 路 モ ジ ュ ー ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 距 離 無 線 通 信 方 式 と し て 、 Ｕ Ｗ Ｂ （ ultra-wide-band） 通 信 方 式 が 注 目 さ れ て い る 。
Ｕ Ｗ Ｂ （ ultra-wide-band） 通 信 方 式 は 、 一 般 に ５ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 上 の 周 波 数 帯 域 、 も し く
は 、 比 帯 域 ２ ０ ％ 以 上 の 周 波 数 帯 域 を 使 用 し た 通 信 方 式 で あ る と 定 義 さ れ て お り 、 デ ィ ジ
タ ル 変 調 を 行 い 、 直 接 高 周 波 帯 域 に 拡 散 を 行 う こ と に よ り 、 数 Ｇ Ｈ ｚ も の 周 波 数 帯 域 を 利
用 し て 、 数 百 Ｍ ｂ ｐ ｓ の 高 速 無 線 通 信 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な Ｕ Ｗ Ｂ 通 信 方 式 で は 、 広 帯 域 で 通 信 を 行 い つ つ 、 既 存 の 電 波 に 干 渉 し な い よ
う に す る た め に 、 広 帯 域 で 、 か つ 、 急 峻 な バ ン ド パ ス フ ィ ル タ が 必 要 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 現 在 、 使 用 さ れ て い る 誘 電 体 フ ィ ル タ や Ｓ Ａ Ｗ （ surface acoustic wav
e） フ ィ ル タ で は 、 一 般 に 比 帯 域 を ８ ％ 以 上 に 広 げ る こ と は 困 難 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 広 帯 域 の 周 波 数 特 性 が 得 ら れ る フ ィ ル タ 装 置 と し て 、 分 布 定 数 回 路 を 用 い た リ
ン グ フ ィ ル タ が 開 発 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。 リ ン グ フ ィ ル タ は 、 分 布 定 数 回
路 で あ る た め 、 平 面 パ タ ー ン で 構 成 で き 、 か つ 、 広 通 過 帯 域 、 低 い 通 過 損 失 、 急 峻 な 減 衰
極 が 得 ら れ る フ ィ ル タ 装 置 と し て Ｕ Ｗ Ｂ 通 信 方 式 へ の 適 用 が 注 目 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ は リ ン グ フ ィ ル タ の 構 成 図 、 図 ２ は リ ン グ フ ィ ル タ の 通 過 周 波 数 特 性 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 リ ン グ フ ィ ル タ １ は 、 リ ン グ 部 １ １ と オ ー プ ン ス タ ブ 部 １ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。 リ ン グ
部 １ １ は 、 λ ／ ２ 経 路 部 １ １ ａ 、 第 １ の λ ／ ４ 経 路 部 １ １ ｂ 、 第 ２ の λ ／ ４ 経 路 部 １ １ ｃ
か ら 構 成 さ れ る 。 な お 、 λ は 、 中 心 周 波 数 の 波 長 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 λ ／ ２ 経 路 部 １ １ ａ は 、 一 端 が ポ ー ト Ｐ １ に 接 続 さ れ 、 他 端 が ポ ー ト Ｐ ２ に 接 続 さ れ る
。 ま た 、 第 １ の λ ／ ４ 経 路 部 １ １ ｂ 、 第 ２ の λ ／ ４ 経 路 部 １ １ ｃ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の λ ／ ４ 経 路 部 １ １ ｂ は 、 一 端 が ポ ー ト Ｐ １ に 接 続 さ れ 、 他 端 が 第 ２ の λ ／ ４ 経 路
部 １ １ ｃ の 一 端 に 接 続 さ れ る 。 第 ２ の λ ／ ４ 経 路 部 １ １ ｃ は 、 一 端 が 第 １ の λ ／ ４ 経 路 部
１ １ ｂ の 他 端 に 接 続 さ れ 、 他 端 が ポ ー ト Ｐ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 オ ー プ ン ス タ ブ 部 １ ２ は 、 一 端 が 第 １ の λ ／ ４ 経 路 部 １ １ ｂ と 第 ２ の λ ／ ４ 経 路 部 １ １
ｃ と の 接 続 点 に 接 続 さ れ 、 他 端 は 開 放 状 態 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す リ ン グ フ ィ ル タ に よ れ ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 波 長 λ の 周 波 数 ｆ 0を 中 心 周 波
数 と し 、 中 心 周 波 数 を 対 象 に 減 衰 極 周 波 数 ｆ １ 、 ｆ ２ が 配 置 さ れ た バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特
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性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か る に 、 リ ン グ フ ィ ル タ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 急 峻 な 周 波 数 減 衰 極 を 有 す る バ ン ド エ
ル ミ ネ ー ト 特 性 を 有 し て い る 。 こ の た め 、 こ の ま ま で は バ ン ド パ ス フ ィ ル タ と し て 用 い る
こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 、 複 数 の リ ン グ フ ィ ル タ の 低 域 周 波 数 減 衰 極 及 び 高 域 周 波 数 減 衰 極 を 広 げ つ つ 、
多 段 に 縦 続 接 続 す る こ と に よ り 低 域 周 波 数 減 衰 極 及 び 高 域 周 波 数 減 衰 極 の 周 波 数 帯 域 を 広
げ 、 バ ン ド パ ス 特 性 に 近 似 し た 周 波 数 特 性 を 得 る 方 法 が 検 討 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ ）
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ は リ ン グ フ ィ ル タ を 用 い た フ ィ ル タ 装 置 の 構 成 図 、 図 ４ は リ ン グ フ ィ ル タ を 用 い た
フ ィ ル タ 装 置 の 周 波 数 特 性 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 リ ン グ フ ィ ル タ を 用 い た フ ィ ル タ 装 置 ２ ０ は 、 第 １ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ １ 、 第 ２ の リ ン
グ フ ィ ル タ ２ ２ 、 第 ３ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ ３ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ １ 、 第 ２ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ ２ 、 第 ３ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ ３ は
、 図 １ と 同 様 な 構 成 と さ れ て い る 。 第 １ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ １ は 、 一 端 が ポ ー ト Ｐ １ に 接
続 さ れ 、 他 端 が 第 ２ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ ２ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の リ ン グ フ ィ ル
タ ２ ２ は 、 一 端 が 第 １ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ １ の 他 端 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 第 ３ の リ ン グ フ ィ
ル タ ２ ３ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。 第 ３ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ ３ は 、 一 端 が 第 ２ の リ ン グ フ
ィ ル タ ２ ２ の 他 端 に 接 続 さ れ 、 他 端 が ポ ー ト Ｐ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ １ は 、 図 ４ に 破 線 で 示 す よ う に 減 衰 極 周 波 数 が ｆ 11、 ｆ 12と な
る 周 波 数 特 性 が 得 ら れ る よ う に オ ー プ ン ス タ ブ 部 ２ １ ａ 、 λ ／ ２ 経 路 部 ２ １ ｂ 、 λ ／ ４ 経
路 部 ２ １ ｃ 、 ２ １ ｄ の 幅 及 び 長 さ が 設 定 さ れ て い る 。 オ ー プ ン ス タ ブ 部 ２ １ ａ 、 λ ／ ２ 経
路 部 ２ １ ｂ 、 λ ／ ４ 経 路 部 ２ １ ｃ 、 ２ １ ｄ の 幅 及 び 長 さ に よ っ て 、 オ ー プ ン ス タ ブ 部 ２ １
ａ 、 λ ／ ２ 経 路 部 ２ １ ｂ 、 λ ／ ４ 経 路 部 ２ １ ｃ 、 ２ １ ｄ の イ ン ピ ー ダ ン ス Ｚ 11、 Ｚ 12、 Ｚ
13が 決 定 さ れ 、 図 ４ に 破 線 で 示 す よ う に 減 衰 極 周 波 数 が ｆ 11、 ｆ 12と な る 周 波 数 特 性 が 得
ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ ２ は 、 図 ４ に 一 点 鎖 線 で 示 す よ う に 減 衰 極 周 波 数 が ｆ 21
、 ｆ 22と な る 周 波 数 特 性 が 得 ら れ る よ う に オ ー プ ン ス タ ブ 部 ２ ２ ａ 、 λ ／ ２ 経 路 部 ２ ２ ｂ
、 λ ／ ４ 経 路 部 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ の 幅 及 び 長 さ が 設 定 さ れ て い る 。 オ ー プ ン ス タ ブ 部 ２ ２ ａ
、 λ ／ ２ 経 路 部 ２ ２ ｂ 、 λ ／ ４ 経 路 部 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ の 幅 及 び 長 さ に よ っ て 、 オ ー プ ン ス
タ ブ 部 ２ ２ ａ 、 λ ／ ２ 経 路 部 ２ ２ ｂ 、 λ ／ ４ 経 路 部 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ の イ ン ピ ー ダ ン ス Ｚ 21
、 Ｚ 22、 Ｚ 23が 決 定 さ れ 、 図 ４ に 一 点 鎖 線 で 示 す よ う に 減 衰 極 周 波 数 が ｆ 21、 ｆ 22と な る
周 波 数 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 第 ３ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ ３ は 、 図 ４ に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 減 衰 極 周 波 数 が ｆ
31、 ｆ 32と な る 周 波 数 特 性 が 得 ら れ る よ う に オ ー プ ン ス タ ブ 部 ２ ３ ａ の イ ン ピ ー ダ ン ス Ｚ
31が 設 定 さ れ て い る 。 オ ー プ ン ス タ ブ 部 ２ ３ ａ 、 λ ／ ２ 経 路 部 ２ ３ ｂ 、 λ ／ ４ 経 路 部 ２ ３
ｃ 、 ２ ３ ｄ の 幅 及 び 長 さ に よ っ て 、 オ ー プ ン ス タ ブ 部 ２ ３ ａ 、 λ ／ ２ 経 路 部 ２ ３ ｂ 、 λ ／
４ 経 路 部 ２ ３ ｃ 、 ２ ３ ｄ の イ ン ピ ー ダ ン ス Ｚ 31、 Ｚ 32、 Ｚ 33が 決 定 さ れ 、 図 ４ に 二 点 鎖 線
で 示 す よ う に 減 衰 極 周 波 数 が ｆ 31、 ｆ 32と な る 周 波 数 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 フ ィ ル タ 装 置 ２ ０ の 周 波 数 特 性 は 、 第 １ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ １ 、 及 び 、 第 ２ の リ ン グ フ
ィ ル タ ２ ２ 、 並 び に 、 第 ３ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ ３ の 周 波 数 特 性 を 合 成 し た も の で あ り 、 図
４ に 実 線 で 示 す よ う な 特 性 と な る 。 フ ィ ル タ 装 置 ２ ０ に よ れ ば 、 低 域 周 波 数 減 衰 極 及 び 高
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域 周 波 数 減 衰 極 の 異 な る 第 １ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ １ 、 第 ２ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ ２ 、 第 ３ の
リ ン グ フ ィ ル タ ２ ３ を 縦 続 接 続 す る こ と に よ り 図 ４ に 実 線 で 示 す よ う な 低 域 周 波 数 減 衰 極
及 び 高 域 周 波 数 減 衰 極 の 周 波 数 帯 域 が 広 い 、 バ ン ド パ ス 特 性 に 近 似 し た 周 波 数 特 性 が 得 ら
れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ８ ３ ７ ３ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － １ ７ ４ ０ ５ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 石 田 等 、 中 川 貴 夫 、 荒 木 純 道 、 ” 広 帯 域 リ ン グ フ ィ ル タ の 開 発 ” ,TECHN
ICAL REPORT OF IEICE,WBS2003-20,MW2003-32(2003-05),社 団 法 人 　 電 子 情 報 通 信 学 会
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し か る に 、 図 ３ で は 説 明 を 簡 単 に す る た め に リ ン グ フ ィ ル タ を ３ 段 縦 続 接 続 し た 場 合 に
つ い て 説 明 し て い る が 、 Ｕ Ｗ Ｂ 通 信 方 式 に 適 用 す る 場 合 に は リ ン グ フ ィ ル タ の 段 数 は 、 ３
段 で は 十 分 で は な く 、 よ り 多 く の リ ン グ フ ィ ル タ を 縦 続 接 続 す る 必 要 が あ り 、 大 型 化 す る
と と も に 、 通 過 損 失 が 増 大 す る な ど の 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 小 型 で 、 広 帯 域 の バ ン ド パ ス 特 性 が 得 ら れ
る フ ィ ル タ 装 置 及 び 回 路 モ ジ ュ ー ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 分 布 定 数 回 路 に よ り 構 成 さ れ 、 バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 を 有 す る 第 １ の フ ィ
ル タ 手 段 と 、 第 １ の フ ィ ル タ に よ る バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 低 域 減 衰 極 周 波 数 以 下 又 は
高 域 減 衰 極 周 波 数 以 上 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 と に よ り 帯 域 通 過 特 性 を
有 す る フ ィ ル タ 装 置 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 分 布 定 数 回 路 に よ り 構 成 さ れ 、 バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 を 有 す る 第 １
の フ ィ ル タ 手 段 に よ り 広 帯 域 の 通 過 帯 域 特 性 を 取 得 し 、 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 に よ り 第 １ の
フ ィ ル タ で 得 ら れ た バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 低 域 減 衰 極 周 波 数 以 下 及 び 高 域 減 衰 極 周 波
数 以 上 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る こ と に よ り 、 バ ン ド パ ス 特 性 を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 分 布 定 数 回 路 に よ り 構 成 さ れ た 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 に よ り 広 帯 域 の 通
過 特 性 を 取 得 し 、 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 に よ り 、 第 １ の フ ィ ル タ に よ る バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト
特 性 の 低 域 減 衰 極 周 波 数 以 下 及 び 高 域 減 衰 極 周 波 数 以 上 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る こ と に よ り
、 広 帯 域 の バ ン ド パ ス 特 性 を 取 得 す る こ と に よ り 、 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 を バ ン ド エ ル ミ ネ
ー ト 特 性 の ま ま 用 い る こ と が で き る た め 、 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 を 小 型 化 で き 、 よ っ て 、 小
型 で 、 か つ 、 広 帯 域 の バ ン ド パ ス 特 性 が 得 ら れ る な ど の 特 長 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 〔 第 １ 実 施 例 〕
　 　 〔 全 体 構 成 〕
　 図 ５ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ６ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 導 電 パ タ ー ン の 構 成
図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 １ ０ ０ は 、 帯 域 通 過 特 性 を 有 す る フ ィ ル タ 装 置 で あ り 、 第 １ の
フ ィ ル タ 手 段 １ ０ １ 及 び 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ ２ か ら 構 成 さ れ 、 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １
０ １ 及 び 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ ２ を プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ 上 に 搭 載 し た 構 成 と さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 　 〔 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ １ 〕
　 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ １ は 、 分 布 定 数 回 路 に よ り 構 成 さ れ 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ 上
に プ リ ン ト 配 線 と し て 形 成 さ れ る 。 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ １ は 、 バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特
性 を 有 す る フ ィ ル タ 装 置 で あ り 、 図 ３ に 示 す フ ィ ル タ 装 置 ２ ０ と 同 様 な 構 成 と さ れ て お り
、 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ １ 、 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ２ 、 第
３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ３ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ １ は 、 図 ３ に 示 す 第 １ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ １ と 同
様 な 構 成 と さ れ 、 一 端 が 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ ２ を 介 し て ポ ー ト Ｐ 11に 接 続 さ れ 、 他 端
が 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ２ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ
ン グ フ ィ ル タ １ ２ ２ は 、 図 ３ に 示 す 第 ２ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ ２ と 同 様 な 構 成 と さ れ て お り
、 そ の 一 端 が 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ２ １ の 他 端 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 第 ３ の ス タ
ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ２ ３ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。 第 ３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １
２ ３ は 、 図 ３ に 示 す 第 ３ の リ ン グ フ ィ ル タ ２ ３ と 同 様 な 構 成 と さ れ 、 一 端 が 第 ２ の ス タ ブ
付 き フ ィ ル タ ２ ２ の 他 端 に 接 続 さ れ 、 他 端 が ポ ー ト Ｐ 12に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ １ 、 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ２ 、 第
３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ３ は 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ の 一 面 に 導 電 パ タ ー ン と
し て 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ １ は 、 上 記 構 成 に よ っ て 、 図 ４ と 同 様 な バ
ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 〔 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ ２ 〕
　 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ ２ は 、 第 １ の フ ィ ル タ １ ０ １ の バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 低 域
減 衰 極 周 波 数 以 下 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る フ ィ ル タ で あ り 、 チ ッ プ コ ン デ ン サ １ ３ １ か ら 構
成 さ れ て い る 。 チ ッ プ コ ン デ ン サ １ ３ １ は 、 プ リ ン ト 配 線 に よ り 一 端 が ポ ー ト Ｐ 11に 接 続
さ れ 、 他 端 が 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ２ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ ２ は チ ッ プ コ ン デ ン サ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 導 電
パ タ ー ン な ど を 用 い て 分 布 定 数 回 路 に よ り 構 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 〔 周 波 数 特 性 〕
　 図 ７ は フ ィ ル タ 装 置 １ ０ ０ の 周 波 数 特 性 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 例 で は 、 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ １ に よ り 図 ７ に 破 線 で 示 す よ う に 必 要 な 帯 域 の
前 後 に 低 周 波 数 減 衰 極 ｆ 11及 び 高 周 波 数 減 衰 極 ｆ 12を 有 す る バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 が 得
ら れ る 。 ま た 、 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ ２ に よ り 図 ７ に 一 点 鎖 線 で 示 す よ う に 低 周 波 数 減
衰 極 ｆ 11以 下 の 周 波 数 帯 域 で 信 号 が 減 衰 さ れ る よ う な ハ イ パ ス 特 性 が 得 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 フ ィ ル タ 装 置 １ ０ ０ は 、 図 ７ に 破 線 で 示 す バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 と 図 ７ に 一 点 鎖 線 で
示 す よ う な ハ イ パ ス 特 性 と を 合 成 し た 特 性 と な る の で 、 図 ７ に 実 線 で 示 す よ う な 周 波 数 特
性 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 〔 効 果 〕
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ 上 に 導 電 パ タ ー ン に よ り 形 成 さ れ た 第 １ の ス
タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ １ 、 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ２ 、 第 ３ の ス タ ブ
付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ３ と 一 つ の チ ッ プ コ ン デ ン サ １ ３ １ に よ り 構 成 で き る た め 、 簡 単
な 構 成 で 、 通 過 帯 域 の 前 後 で 急 峻 な 減 衰 特 性 が 得 ら れ 、 同 時 に 、 通 過 帯 域 よ り 低 い 周 波 数
帯 域 の 信 号 成 分 を 確 実 に 除 去 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の た め 、 Ｕ Ｗ Ｂ 通 信 方 式 な ど の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ と し て 用 い た 場 合 、 低 周 波 数 帯 域
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の 他 の 電 波 へ の 影 響 を 確 実 に 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 チ ッ プ コ ン デ ン サ １ ３ １ を 一 端 が ポ ー ト Ｐ 11に 接 続 さ れ 、 他 端 が
第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ２ の 一 端 に 接 続 さ れ る よ う に 配 置 し た が 、 こ れ に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 要 は 、 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ １ 、 第 ２ の ス タ ブ 付
き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ２ 、 第 ３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ３ 及 び チ ッ プ コ ン デ ン サ
１ ３ １ が ポ ー ト Ｐ 11と ポ ー ト Ｐ 12と の 間 に 直 列 に 接 続 さ れ て い れ ば 、 そ の 配 置 は ど の よ う
に 配 置 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 〔 第 ２ 実 施 例 〕
　 図 ８ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ９ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 構 成 図 を 示 す 。 同 図
中 、 図 ５ 、 図 ６ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 ２ ０ ０ は 、 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ２ ０ ２ の 構 成 が 第 １ 実 施 例 と は
相 違 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 例 の 第 ２ フ ィ ル タ 手 段 ２ ０ ２ は 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ 、 ハ イ パ ス フ ィ ル タ ２
３ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ は 、 ポ ー ト Ｐ 11と 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ
フ ィ ル タ １ ２ １ と の 間 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 ハ イ パ ス フ ィ ル タ ２ ３ ２ は 、 ポ ー ト Ｐ 12と 第
３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ３ と の 間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ０ は ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ の 回 路 構 成 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ は 、 イ ン ダ ク タ Ｌ １ 、 抵 抗 Ｒ １ 、 キ ャ パ シ タ Ｃ １ か ら 構 成 さ れ
て お り 、 ロ ー パ ス 特 性 を 有 す る パ ッ シ ブ フ ィ ル タ を 構 成 し て い る 。 イ ン ダ ク タ Ｌ １ 、 抵 抗
Ｒ １ 、 キ ャ パ シ タ Ｃ １ は 、 例 え ば 、 チ ッ プ 部 品 か ら 構 成 さ れ 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ 上 の
配 線 に よ っ て 接 続 さ れ る 。 な お 、 抵 抗 Ｒ １ 、 キ ャ パ シ タ Ｃ １ は 、 ス ル ー ホ ー ル ２ ３ ３ を 通
し て プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ の 裏 面 全 面 に 形 成 さ れ た 接 地 パ タ ー ン １ ２ ４ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ １ は ハ イ パ ス フ ィ ル タ ２ ３ ２ の 回 路 構 成 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ハ イ パ ス フ ィ ル タ ２ ３ ２ は 、 キ ャ パ シ タ Ｃ ２ 、 抵 抗 Ｒ ２ 、 イ ン ダ ク タ Ｌ ２ か ら 構 成 さ れ
て お り 、 ハ イ パ ス 特 性 を 有 す る パ ッ シ ブ フ ィ ル タ を 構 成 し て い る 。 イ ン ダ ク タ Ｌ ２ 、 抵 抗
Ｒ ２ 、 キ ャ パ シ タ Ｃ ２ は 、 例 え ば 、 チ ッ プ 部 品 か ら 構 成 さ れ 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ 上 の
配 線 に よ っ て 接 続 さ れ る 。 な お 、 抵 抗 Ｒ ２ 、 イ ン ダ ク タ Ｌ ２ は 、 ス ル ー ホ ー ル ２ ３ ４ を 通
し て プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ の 裏 面 全 面 に 形 成 さ れ た 接 地 パ タ ー ン １ ２ ４ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ２ は フ ィ ル タ 装 置 ２ ０ ０ の 周 波 数 特 性 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 例 で は 、 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ １ に よ り 図 ７ に 破 線 で 示 す よ う に 必 要 な 帯 域 の
前 後 に 低 周 波 数 減 衰 極 ｆ 11及 び 高 周 波 数 減 衰 極 ｆ 12を 有 す る バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 が 得
ら れ 、 ま た 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ に よ り 図 １ ２ に 一 点 鎖 線 で 示 す よ う に 高 周 波 数 減 衰
極 ｆ 12以 上 の 周 波 数 帯 域 で 信 号 が 減 衰 さ れ る よ う な ロ ー パ ス 特 性 が 得 え ら れ 、 ハ イ パ ス フ
ィ ル タ ２ ３ ２ に よ り 図 １ ２ に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 低 周 波 数 減 衰 極 ｆ 11以 下 の 周 波 数 帯 域
で 信 号 が 減 衰 さ れ る よ う な ハ イ パ ス 特 性 が 得 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 フ ィ ル タ 装 置 ２ ０ ０ は 、 図 １ ２ に 破 線 で 示 す バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 と 図 １ ２ に 一 点 鎖
線 で 示 す よ う な ハ イ パ ス 特 性 並 び に 図 １ ２ に 二 点 鎖 線 で 示 す ロ ー パ ス 特 性 と を 合 成 し た 特
性 と な る の で 、 図 １ ２ に 実 線 で 示 す よ う な 周 波 数 特 性 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 　 〔 効 果 〕
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ 上 に 導 電 パ タ ー ン と し て 形 成 さ れ た 第 １ の ス
タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ １ 、 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ２ 、 第 ３ の ス タ ブ
付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ３ と ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ 、 並 び に 、 ハ イ パ ス フ ィ ル タ ２ ３ ２
に よ り 、 簡 単 な 構 成 で 、 通 過 帯 域 の 前 後 で 急 峻 な 減 衰 特 性 が 得 ら れ 、 同 時 に 、 通 過 帯 域 外
の 信 号 成 分 を 確 実 に 除 去 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の た め 、 Ｕ Ｗ Ｂ 通 信 方 式 な ど の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ と し て 用 い た 場 合 、 他 の 電 波 へ の
影 響 を 確 実 に 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 　 〔 そ の 他 〕
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ を ポ ー ト Ｐ 11と 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ
フ ィ ル タ １ ２ １ と の 間 に 配 置 し 、 ま た 、 ハ イ パ ス フ ィ ル タ ２ ３ ２ を ポ ー ト Ｐ 12と 第 ３ の ス
タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ３ と の 間 に 配 置 し た が 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ 及 び ハ イ パ
ス フ ィ ル タ １ ２ ３ の 挿 入 位 置 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 例 え ば 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ を ポ ー ト Ｐ 12と 第 ３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２
３ と の 間 に 配 置 し 、 ハ イ パ ス フ ィ ル タ ２ ３ ２ を ポ ー ト Ｐ 11と 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ
ル タ １ ２ １ と の 間 に 配 置 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ と ハ イ パ
ス フ ィ ル タ ２ ３ ２ を 直 列 に 接 続 し 、 ポ ー ト Ｐ 11と 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ １
と の 間 に 配 置 し て も よ い 。 さ ら に 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ 及 び ハ イ パ ス フ ィ ル タ ２ ３ ２
を 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ １ 、 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ２ 、 第
３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ３ の 間 に 挿 入 す る よ う に し て も よ く 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 要 は 、 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ １ 、 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２
２ 、 第 ３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ３ 及 び ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ 、 ロ ー パ ス フ ィ
ル タ ２ ３ ２ が ポ ー ト Ｐ 11と ポ ー ト Ｐ 12と の 間 に 直 列 に 接 続 さ れ て い れ ば 、 そ の 配 置 は ど の
よ う な 配 置 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 〔 第 ３ 実 施 例 〕
　 図 １ ３ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 １ ４ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 要 部 の 構 成 図 を
示 す 。 同 図 中 、 図 ５ 、 図 ６ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 ３ ０ ０ は 、 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ３ ０ ２ の 構 成 が 第 １ 実 施 例 と は
相 違 す る 。 本 実 施 例 の 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ３ ０ ２ は 、 分 布 定 数 回 路 で あ る シ ョ ー ト ス タ ブ
３ １ １ ～ ３ １ ４ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ５ は シ ョ ー ト ス タ ブ ３ １ １ の 構 成 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 シ ョ ー ト ス タ ブ ３ １ １ は 、 一 端 が ポ ー ト Ｐ 11と 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ １
の 一 端 と を 接 続 す る 第 １ の 配 線 パ タ ー ン ３ ２ １ に 接 続 さ れ 、 他 端 が ス ル ー ホ ー ル ３ ２ ２ を
介 し て プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ の 裏 面 側 の 略 全 面 に わ た っ て 形 成 さ れ た 接 地 パ タ ー ン １ ２ ４
に 接 続 さ れ て い る 。 シ ョ ー ト ス タ ブ ３ １ １ は 、 幅 Ｗ 11、 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） に 設 定 さ れ て
い る 。 な お 、 λ は 得 よ う と す る 周 波 数 特 性 の 中 心 周 波 数 ｆ 0の 波 長 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 シ ョ ー ト ス タ ブ ３ １ ２ は 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ３ １ １ と 同 様 な 構 成 と さ れ て お り 、 一 端 が ポ
ー ト Ｐ 12と 第 ３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ３ の 他 端 と を 接 続 す る 第 ２ の 配 線 パ タ ー
ン ３ ３ １ に 接 続 さ れ 、 他 端 が ス ル ー ホ ー ル ３ ３ ２ を 介 し て プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ の 裏 面 側
の 略 全 面 に わ た っ て 形 成 さ れ た 接 地 パ タ ー ン １ ２ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 シ ョ ー ト ス タ ブ ３
１ ２ は 、 幅 Ｗ 12、 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） に 設 定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ６ ０ 】
　 シ ョ ー ト ス タ ブ ３ １ ３ は 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ３ １ １ と 同 様 な 構 成 と さ れ て お り 、 一 端 が ポ
ー ト Ｐ 12と 第 ３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ３ の 他 端 と を 接 続 す る 第 ２ の 配 線 パ タ ー
ン ３ ３ １ に 接 続 さ れ 、 他 端 が ス ル ー ホ ー ル ３ ３ ３ を 介 し て プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ の 裏 面 側
の 略 全 面 に わ た っ て 形 成 さ れ た 接 地 パ タ ー ン １ ２ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 シ ョ ー ト ス タ ブ ３
１ ３ は 、 幅 Ｗ 13、 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 シ ョ ー ト ス タ ブ ３ １ ４ は 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ３ １ １ と 同 様 な 構 成 と さ れ て お り 、 一 端 が ポ
ー ト Ｐ 12と 第 ３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ２ ３ の 他 端 と を 接 続 す る 第 ２ の 配 線 パ タ ー
ン ３ ３ １ に 接 続 さ れ 、 他 端 が ス ル ー ホ ー ル ３ ３ ４ を 介 し て プ リ ン ト 配 線 板 １ １ １ の 裏 面 側
の 略 全 面 に わ た っ て 形 成 さ れ た 接 地 パ タ ー ン １ ２ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 シ ョ ー ト ス タ ブ ３
１ ４ は 、 幅 Ｗ 14、 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ３ １ １ ～ ３ １ ４ の 長 さ 及 び 幅 は 、 得 よ う と す る 周 波 数 特 性 に 応 じ
て 適 宜 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ６ 、 図 １ ７ は シ ョ ー ト ス タ ブ 周 波 数 特 性 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 シ ョ ー ト ス タ ブ は そ の 幅 を 大 き く す る と 、 シ ョ ー ト ス タ ブ の イ ン ピ ー ダ ン ス が 小 さ く な
り 、 周 波 数 特 性 が 実 線 で 示 す 特 性 か ら 破 線 で 示 す よ う な 特 性 と な る 。 す な わ ち 、 通 過 帯 域
が シ ョ ー ト ス タ ブ の イ ン ピ ー ダ ン ス が 小 さ く な る の に 応 じ て 図 １ ６ に 矢 印 で 示 す 方 向 に 徐
々 に 狭 く な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 シ ョ ー ト ス タ ブ は 、 そ の 段 数 を 増 や す こ と に よ り 、 阻 止 帯 域 の 減 衰 量 を 増 加 さ せ
る こ と が で き 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 段 数 に 応 じ て 徐 々 に 急 峻 な 特 性 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の よ う に 、 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ３ ０ ２ の 周 波 数 特 性 は 、 シ ョ ー ト ス タ ブ の 幅 、 及 び 、
長 さ 、 並 び に 、 段 数 に よ っ て 調 整 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の と き 、 シ ョ ー ト ス タ ブ は 、 図 １ ６ 、 図 １ ７ に 示 す よ う に バ ン ド パ ス フ ィ ル タ の 特 性
を 有 す る の で 、 狭 い 幅 の シ ョ ー ト ス タ ブ を 多 段 に 配 置 す れ ば 、 広 帯 域 で 、 か つ 、 減 衰 が 急
峻 な バ ン ド パ ス 特 性 が 得 ら れ る が 、 （ λ ／ ４ ） 間 隔 で 配 置 す る 必 要 が あ り 、 Ｕ Ｗ Ｂ 通 信 方
式 に 必 要 な 周 波 数 特 性 を 得 る に は 、 多 段 に わ た っ て 形 成 す る 必 要 が あ り 、 基 板 の 面 積 が 大
き く な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の た め 、 本 実 施 例 で は 、 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ １ を ３ 段 の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル
タ に よ り 構 成 す る こ と に よ り 、 広 帯 域 で 、 急 峻 な 減 衰 の 特 性 を 取 得 し 、 第 ２ の フ ィ ル タ 手
段 ３ ０ ２ を ４ 段 の シ ョ ー ト ス タ ブ ３ １ １ ～ ３ １ ４ で 構 成 す る こ と に よ り 、 第 ２ の フ ィ ル タ
手 段 ３ ０ ２ に よ り 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １ ０ １ の 周 波 数 特 性 の 低 周 波 数 減 衰 極 以 下 の 周 波 数
及 び 高 周 波 数 減 衰 極 以 上 の 周 波 数 を カ ッ ト す る こ と に よ り 、 省 ス ペ ー ス で 、 広 帯 域 で 、 か
つ 、 急 峻 な 減 衰 の 特 性 を 持 つ 、 バ ン ド パ ス 特 性 を 得 て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ８ は フ ィ ル タ 装 置 ３ ０ ０ の 周 波 数 特 性 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 ３ ０ ０ に よ れ ば 、 周 波 数 ｆ 31～ ｆ 32の 略 ２ ０ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ の 広 帯
域 で 、 か つ 、 減 衰 が 急 峻 な バ ン ド パ ス 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ ９ は 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ３ ０ ２ の シ ョ ー ト ス タ ブ を ６ 段 に し た 場 合 の 周 波 数 特 性 図
を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
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　 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ３ ０ ２ の シ ョ ー ト ス タ ブ を ６ 段 に す る こ と に よ り 、 阻 止 帯 域 の 減 衰
量 が 急 峻 に な り 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 阻 止 帯 域 の 減 衰 量 も 増 加 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 な お 、 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ３ ０ ２ を 構 成 す る シ ョ ー ト ス タ ブ の 配 置 は 、 他 の シ ョ ー ト ス
タ ブ 又 は リ ン グ フ ィ ル タ と の 間 隔 が 略 （ λ ／ ４ ） 間 隔 で あ れ ば 、 リ ン グ フ ィ ル タ の 間 に 配
置 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 そ の 延 出 方 向 も 一 方 向 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 さ ら に 、 シ ョ ー ト ス タ ブ は 、 直 線 状 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 湾 曲 、 あ る い は 、 折 曲
さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 　 〔 第 ４ 実 施 例 〕
　 　 〔 全 体 構 成 〕
　 図 ２ ０ は 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ２ １ は 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 の 構 成 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 ４ ０ ０ は 、 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 ４ ０ １ 及 び 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段
４ ０ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 ４ ０ １ 及 び 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ４ ０ ２ は 、 プ
リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ 上 に 形 成 さ れ る 導 電 パ タ ー ン に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 　 〔 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 ４ ０ １ 〕
　 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 ４ ０ １ は 、 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ １ 、 第 ２ の ス タ ブ
付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ ２ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ １ は 、 リ ン グ 部 ４ ３ １ 及 び オ ー プ ン ス タ ブ ４ ３ ２
か ら 構 成 さ れ る 。 リ ン グ 部 ４ ３ １ は 、 （ λ ／ ２ ） 経 路 ４ ３ １ ａ 、 （ λ ／ ４ ） 経 路 ４ ３ １ ｂ
、 ４ ３ １ ｃ か ら 構 成 さ れ て お り 、 矢 印 Ｙ 方 向 が 長 辺 、 矢 印 Ｘ 方 向 が 短 辺 と さ れ た 楕 円 形 状
と さ れ て い る 。 こ の よ う な 形 状 と す る こ と に よ り 、 矢 印 Ｘ 方 向 の 幅 の 広 が り を 小 さ く し て
い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 オ ー プ ン ス タ ブ ４ ３ ２ は 、 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） と さ れ て お り 、 リ ン グ 部 ４ ３ １ の （ λ ／
４ ） 経 路 ４ ３ １ ｂ と （ λ ／ ４ ） 経 路 ４ ３ １ ｃ と の 接 続 点 か ら 矢 印 Ｘ １ 方 向 に 延 出 し た 後 、
矢 印 Ｙ ２ 方 向 に 折 曲 さ れ た 形 状 と さ れ て い る 。 第 １ の ス タ ブ 付 き フ ィ ル タ ４ ２ １ は 、 一 端
が 矢 印 Ｙ ２ 方 向 に 延 在 す る 第 １ の 配 線 ４ ４ １ を 介 し て ポ ー ト Ｐ 41に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ ２ は 、 リ ン グ 部 ４ ５ １ 及 び オ ー プ ン ス タ ブ ４ ５ ２
か ら 構 成 さ れ る 。 リ ン グ 部 ４ ５ １ は 、 （ λ ／ ２ ） 経 路 ４ ５ １ ａ 、 （ λ ／ ４ ） 経 路 ４ ５ １ ｂ
、 ４ ５ １ ｃ か ら 構 成 さ れ て お り 、 矢 印 Ｙ 方 向 が 長 辺 、 矢 印 Ｘ 方 向 が 短 辺 と さ れ た 楕 円 形 状
と さ れ て い る 。 こ の よ う な 形 状 と す る こ と に よ り 、 矢 印 Ｘ 方 向 の 幅 の 広 が り 小 さ く し て い
る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 オ ー プ ン ス タ ブ ４ ５ ２ は 、 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） と さ れ て お り 、 リ ン グ 部 ４ ５ １ の （ λ ／
４ ） 経 路 ４ ５ １ ｂ と （ λ ／ ４ ） 経 路 ４ ５ １ ｃ と の 接 続 点 か ら 矢 印 Ｘ ２ 方 向 に 延 出 し た 後 、
矢 印 Ｙ ２ 方 向 に 折 曲 さ れ た 形 状 と さ れ て い る 。 第 ２ の ス タ ブ 付 き フ ィ ル タ ４ ２ ２ は 、 一 端
が 第 ２ の 配 線 ４ ６ １ を 介 し て ポ ー ト Ｐ 42に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ １ の 他 端 と 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル
タ ４ ２ ２ の 一 端 と は 、 第 ３ の 配 線 ４ ７ １ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 第 ３ の 配 線 ４ ７ １ は 、
第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ １ の 他 端 か ら 矢 印 Ｙ １ 方 向 に 延 出 し た 後 、 矢 印 Ｘ １
方 向 に 折 曲 さ れ 、 矢 印 Ｘ １ 方 向 に 延 出 し 、 さ ら に 、 矢 印 Ｙ ２ 方 向 に 折 曲 さ れ て 、 第 ２ の ス
タ ブ 付 リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ １ の 一 端 に 接 続 さ れ た 形 状 と さ れ て い る 。 第 ３ の 配 線 ４ ７ １ に
よ り パ タ ー ン が 矢 印 Ｙ １ 方 向 か ら 矢 印 Ｙ ２ 方 向 に 折 り 返 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 ポ ー ト Ｐ
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41、 Ｐ 42が プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ の 矢 印 Ｙ ２ 方 向 の 一 端 辺 か ら 引 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 　 〔 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ４ ０ ２ 〕
　 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ４ ０ ２ は 、 第 １ の フ ィ ル タ １ ０ １ の バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の 低 域
減 衰 極 周 波 数 以 下 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る フ ィ ル タ で あ り 、 ５ 段 の シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ １ ～
４ ８ ５ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ １ は 、 一 端 が 第 １ の 配 線 ４ ４ １ の ポ ー ト Ｐ 41側 の 所 定 の 位 置 に 接 続
さ れ て お り 、 矢 印 Ｘ １ 方 向 に 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） に 亘 っ て 延 出 さ れ て い る 。 な お 、 シ ョ ー
ト ス タ ブ ４ ８ １ は 、 幅 が Ｗ 41に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ １ の 他 端 は 、
ス ル ー ホ ー ル ４ ９ １ を 通 し て プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ の 裏 面 側 に 全 面 に 亘 っ て 形 成 さ れ た 接
地 パ タ ー ン ４ １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ２ は 、 一 端 が 第 １ の 配 線 ４ ４ １ の シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ １ の 接 続 位 置
か ら （ λ ／ ４ ） 、 矢 印 Ｙ １ 方 向 に 変 位 し た 位 置 で 第 １ の 配 線 ４ ４ １ に 接 続 さ れ て い る 。 シ
ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ２ は 、 矢 印 Ｘ １ 方 向 に 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） に 亘 っ て 延 出 さ れ て い る 。 な
お 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ２ は 、 幅 が Ｗ 42に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ２
の 他 端 は 、 ス ル ー ホ ー ル ４ ９ ２ を 通 し て プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ の 裏 面 側 に 全 面 に 亘 っ て 形
成 さ れ た 接 地 パ タ ー ン ４ １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ３ は 、 一 端 が 第 ２ の 配 線 ４ ６ １ の ポ ー ト Ｐ 42側 の 所 定 の 位 置 に 接 続
さ れ て お り 、 矢 印 Ｘ ２ 方 向 に 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） に 亘 っ て 延 出 さ れ て い る 。 な お 、 シ ョ ー
ト ス タ ブ ４ ８ ３ は 、 幅 が Ｗ 43に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ３ の 他 端 は 、
ス ル ー ホ ー ル ４ ９ ３ を 通 し て プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ の 裏 面 側 に 全 面 に 亘 っ て 形 成 さ れ た 接
地 パ タ ー ン ４ １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ４ は 、 一 端 が 第 ２ の 配 線 ４ ６ １ の シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ３ の 接 続 位 置
か ら （ λ ／ ４ ） 、 矢 印 Ｙ １ 方 向 に 変 位 し た 位 置 で 第 ２ の 配 線 ４ ６ １ に 接 続 さ れ て い る 。 シ
ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ４ は 、 矢 印 Ｘ ２ 方 向 に 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） に 亘 っ て 延 出 さ れ て い る 。 な
お 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ４ は 、 幅 が Ｗ 44に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ４
の 他 端 は 、 ス ル ー ホ ー ル ４ ９ ４ を 通 し て プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ の 裏 面 側 に 全 面 に 亘 っ て 形
成 さ れ た 接 地 パ タ ー ン ４ １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ５ は 、 一 端 が 第 ３ の 配 線 ４ ７ １ の 中 間 点 に 接 続 さ れ て お り 、 矢 印 Ｙ
２ 方 向 に 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） に 亘 っ て 延 出 さ れ て い る 。 な お 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ５ は 、
幅 が Ｗ 45に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ５ の 他 端 は 、 ス ル ー ホ ー ル ４ ９ ５
を 通 し て プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ の 裏 面 側 に 全 面 に 亘 っ て 形 成 さ れ た 接 地 パ タ ー ン ４ １ ２ に
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 な お 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ １ ～ ４ ８ ５ の 長 さ 及 び 幅 は 、 得 よ う と 周 波 数 特 性 に 応 じ て 調
整 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 　 〔 効 果 〕
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 折 り 返 し パ タ ー ン と す る こ と に よ り 、 フ ィ ル タ 装 置 ４ ０ ０ を コ ン パ
ク ト に 構 成 で き 、 通 信 装 置 な ど へ 実 装 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 　 〔 第 １ 変 形 例 〕
　 図 ２ ２ は フ ィ ル タ 装 置 ４ ０ ０ の 第 １ 変 形 例 の 構 成 図 を 示 す 。 同 図 中 、 図 ２ ０ 、 図 ２ １ と
同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
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　 本 変 形 例 の フ ィ ル タ 装 置 ４ ０ ０ は 、 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ １ の オ ー プ ン
ス タ ブ ４ ３ ２ の 折 曲 部 分 ４ ３ ２ ａ 及 び 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ ２ の オ ー プ ン
ス タ ブ ４ ５ ２ の 折 曲 部 分 ４ ５ ２ ａ 並 び に シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ５ の 他 端 の 角 部 ４ ８ ５ ａ 、 ４
８ ５ ｂ に Ｒ を つ け る 構 成 と し た 。 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ １ の オ ー プ ン ス タ
ブ ４ ３ ２ の 折 曲 部 分 ４ ３ ２ ａ 及 び 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ ２ の オ ー プ ン ス タ
ブ ４ ５ ２ の 折 曲 部 分 ４ ５ ２ ａ 並 び に シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ５ の 他 端 の 角 部 ４ ８ ５ ａ 、 ４ ８ ５
ｂ と の 電 磁 的 な 相 互 作 用 を 低 減 で き 、 所 望 の 特 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 な お 、 本 変 形 例 で は 、 角 部 を ラ ウ ン ド 状 と し た が 、 角 部 を 直 線 的 に 切 断 し 、 多 角 形 状 と
し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 　 〔 第 ５ 実 施 例 〕
　 図 ２ ３ は 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 の 斜 視 図 を 示 す 。 図 ２ ３ （ Ａ ） は 展 開 時 、 図 ２ ３ （ Ｂ ） は
折 曲 時 、 図 ２ ３ （ Ｃ ） は 巻 き 込 み 時 の 状 態 を 示 す 。
同 図 中 、 図 ２ ０ 、 図 ２ １ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 ５ ０ ０ は 、 プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ に 代 え て フ レ キ シ ブ ル プ リ ン
ト 配 線 板 ５ １ １ 上 に 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 ４ ０ １ 及 び 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ４ ０ ２ を 搭 載 し 、
フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ ａ の 矢 印 Ｙ １ 方 向 の 端 辺 を 矢 印 Ａ 方 向 に 折 曲 し た 構 成
と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 ５ １ １ 上 に 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 ４ ０ １
及 び 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ４ ０ ２ を 搭 載 し 、 そ れ を 折 り 曲 げ る こ と に よ り 、 小 型 化 が 可 能 と
な る 。 ま た 、 設 置 の 自 由 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 図 ２ ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 接 地 パ タ ー ン ４ １ ２ が 内 側 と な る よ う に 折 曲 す る こ と
に よ り 、 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ １ 及 び 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４
２ ２ 並 び に シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ １ ～ ４ ８ ５ が 互 い に 干 渉 す る こ と を 防 止 で き る 。 よ っ て 、
所 望 の 特 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ま た 、 第 １ の 配 線 ４ ４ １ 、 第 ２ の 配 線 ４ ６ １ を 外 側 に 表 出 さ せ る こ と が で き る た め 、 そ
の 先 端 に 設 け ら れ た ポ ー ト Ｐ 41、 Ｐ 42を 外 側 に 表 出 さ せ る こ と が で き 、 よ っ て 、 外 部 の プ
リ ン ト 配 線 板 な ど へ の 実 装 を 容 易 に 行 え る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 な お 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 ５ １ １ 上 に 絶 縁 フ ィ ル ム な ど を 貼 り 付 け て 、 図 ２ ３
（ Ｃ ） に 示 す よ う に 矢 印 Ａ 方 向 に 巻 き 込 む よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 　 〔 第 ６ 実 施 例 〕
　 図 ２ ４ は 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 の 斜 視 図 を 示 す 。 同 図 中 、 図 ２ ３ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一
符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 ６ ０ ０ は 、 フ ィ ル タ 装 置 ５ ０ ０ を 折 曲 し た 状 態 で 、 誘 電 体 樹 脂
６ ０ １ に よ り 封 止 し た 構 成 と さ れ て い る 。 な お 、 誘 電 体 樹 脂 ６ ０ １ は 、 高 誘 電 率 、 高 透 磁
率 の 樹 脂 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 こ の と き 、 フ ィ ル タ 装 置 ５ ０ ０ の 矢 印 Ｙ １ 方 向 の 端 辺 を 矢 印 Ｙ １ 方 向 に 延 長 し て お き 、
そ の 延 長 部 ５ ０ １ を 図 ２ ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 矢 印 Ｚ ２ 方 向 に 折 曲 さ せ 、 延 長 部 ５ ０ １ を
外 部 に 表 出 さ せ る こ と に よ り 、 ポ ー ト Ｐ 41、 Ｐ 42を 外 部 に 表 出 さ せ 、 外 部 回 路 と の 接 続 を
可 能 と し て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
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　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ 装 置 ５ ０ ０ を 誘 電 体 樹 脂 ６ ０ １ に よ り 封 止 す る こ と に よ り
、 誘 電 体 樹 脂 ６ ０ １ の 誘 電 率 に よ る 波 長 短 縮 効 果 に よ り 、 フ ィ ル タ 装 置 ５ ０ ０ に お い て 扱
う 波 長 λ が 小 さ く で き る の で 、 未 封 止 状 態 で 使 用 す る 場 合 と 同 等 の 周 波 数 特 性 を 得 る と き
に 、 配 線 及 び リ ン グ 並 び に ス タ ブ の 長 さ を 短 く で き 、 よ っ て 、 フ ィ ル タ 装 置 ５ ０ ０ を 小 型
化 で き る 。 こ の と き 、 誘 電 体 樹 脂 ６ ０ １ と し て 、 高 誘 電 率 、 高 透 磁 率 の 樹 脂 材 料 を 用 い る
こ と に よ り 、 波 長 短 縮 効 果 が 大 き く な り 、 よ り 小 型 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 な お 、 図 ２ ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に フ ィ ル タ 装 置 ５ ０ ０ を 巻 回 さ せ て 、 誘 電 体 樹 脂 ６ ０ １
に 封 止 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 〔 第 ７ 実 施 例 〕
　 図 ２ ５ は 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ２ ６ は 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 の ブ ロ ッ ク 構 成 図
を 示 す 。 同 図 中 、 図 ２ ０ 、 図 ２ １ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す
る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 本 実 施 例 は 、 フ ィ ル タ 装 置 ４ ０ ０ を 含 む 回 路 モ ジ ュ ー ル に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 例 の
回 路 モ ジ ュ ー ル ７ ０ ０ は 、 プ リ ン ト 配 線 板 ７ １ １ 上 に フ ィ ル タ 装 置 ４ ０ ０ に 加 え て 信 号 処
理 Ｉ Ｃ ７ ０ １ 、 チ ッ プ ア ン テ ナ ７ ０ ２ な ど の 他 の 電 子 部 品 を 搭 載 し た 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 信 号 処 理 Ｉ Ｃ ７ ０ １ は 、 ベ ー ス バ ン ド 処 理 回 路 ７ ０ １ ａ や 二 変 調 回 路 ７ ０ １ ｂ が 内 蔵 さ
れ て い る 。 信 号 処 理 Ｉ Ｃ ７ ０ １ に は 、 プ リ ン ト 配 線 板 ７ １ １ の 外 部 か ら 送 信 デ ー タ が 供 給
さ れ る 。 信 号 処 理 Ｉ Ｃ ７ ０ １ は 、 外 部 か ら の 送 信 デ ー タ を 変 調 し て 、 送 信 信 号 を 生 成 す る
。 信 号 処 理 Ｉ Ｃ ７ ０ １ で 生 成 さ れ た 送 信 信 号 は 、 フ ィ ル タ 装 置 ４ ０ ０ に 供 給 さ れ る 。 フ ィ
ル タ 装 置 ４ ０ ０ に よ り 所 定 の 通 過 帯 域 の 信 号 が 選 択 的 に チ ッ プ ア ン テ ナ ７ ０ １ ｂ に 供 給 さ
れ る 。 チ ッ プ ア ン テ ナ ７ ０ １ ｂ は 、 フ ィ ル タ 装 置 ４ ０ ０ か ら の 送 信 信 号 を 外 部 に 放 射 す る
。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ 装 置 ４ ０ ０ を 回 路 モ ジ ュ ー ル ７ ０ ０ と し て ユ ニ ッ ト 化 で き
る 。 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 プ リ ン ト 配 線 板 ７ １ １ に 搭 載 さ れ る 信 号 処 理 Ｉ Ｃ ７ ０ １ は 送 信
用 の 構 成 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 復 調 回 路 な ど を 搭 載 し て
受 信 用 、 あ る い は 、 変 調 回 路 及 び 復 調 回 路 の 両 方 と 搭 載 し て 送 受 信 用 と す る こ と も 可 能 で
あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 な お 、 プ リ ン ト 配 線 板 ７ ０ １ を フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 か ら 構 成 し 、 図 ２ ３ に 示 す
よ う に 折 曲 す る こ と に よ り 小 型 化 を 図 る こ と も で き る 。 さ ら に 、 図 ２ ４ に 示 す よ う に 折 曲
し て 、 誘 電 体 樹 脂 に よ り 封 止 す る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ っ て 、 更 に 小 型 化 が 可 能 と
な る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 〔 第 ８ 実 施 例 〕
　 図 ２ ７ は 本 発 明 の 第 ８ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ２ ８ は 本 発 明 の 第 ８ 実 施 例 の 構 成 図 を 示 す 。
同 図 中 、 図 ２ ０ 、 図 ２ １ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 ８ ０ ０ は 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ １ の 他 端 と シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８
３ の 他 端 と を 接 続 し 、 そ の 接 続 点 に ス ル ー ホ ー ル ８ ９ １ を 設 け 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ １ 、
４ ８ ３ の 他 端 を 共 通 の ス ル ー ホ ー ル ８ ９ １ を 介 し て プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ の 裏 面 側 に 設 け
ら れ た 接 地 パ タ ー ン ４ １ ２ に 接 続 し 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ２ の 他 端 と シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８
４ の 他 端 と を 接 続 し 、 そ の 接 続 点 に ス ル ー ホ ー ル ８ ９ ２ を 設 け 、 シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ２ 、
４ ８ ４ の 他 端 を 共 通 の ス ル ー ホ ー ル ８ ９ ２ を 介 し て プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ の 裏 面 側 に 設 け
ら れ た 接 地 パ タ ー ン ４ １ ２ に 接 続 し た 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ２ 】
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　 〔 第 ９ 実 施 例 〕
　 図 ２ ９ は 本 発 明 の 第 ９ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ３ ０ は 本 発 明 の 第 ９ 実 施 例 の 構 成 図 を 示 す 。
同 図 中 、 図 ２ ７ 、 図 ２ ８ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 ９ ０ ０ は 、 プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ 上 の シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ １ 、
４ ８ ２ と シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ ３ 、 ４ ８ ４ と の 間 に ア ー ス 板 ９ ０ １ を 立 て た 構 成 と さ れ て い
る 。 ア ー ス 板 ９ ０ １ は 、 ス ル ー ホ ー ル ８ ９ １ 、 ８ ９ ３ に 挿 入 さ れ 、 プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １
の 裏 面 側 形 成 さ れ た 接 地 パ タ ー ン ４ １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 ア ー ス 板 ９ ０ １ に よ り ポ ー ト Ｐ 41側 と ポ ー ト Ｐ 42側 と の 相 互 干 渉 を
低 減 で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 〔 第 １ ０ 実 施 例 〕
　 図 ３ １ は 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ３ ２ は 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 例 の 構 成 図 を 示
す 。 同 図 中 、 図 ２ ０ 、 図 ２ １ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 １ ０ ０ ０ は 、 リ ン グ 部 １ ０ ３ １ 、 １ ０ ５ １ の 構 成 が 図 ２ ０ 、 図
２ １ と は 相 違 し て い る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 本 実 施 例 の 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ０ ２ １ 、 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル
タ １ ０ ２ ２ の 構 成 が 第 ４ 実 施 例 と は 相 違 し て い る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 本 実 施 例 の 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ０ ２ １ は 、 リ ン グ 部 １ ０ ３ １ 及 び オ ー プ
ン ス タ ブ １ ０ ３ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 リ ン グ 部 １ ０ ３ １ は 、 （ λ ／ ２ ） 経 路 １ ０ ３ １ ａ 、 （
λ ／ ４ ） 経 路 １ ０ ３ １ ｂ 、 １ ０ ３ １ ｃ か ら 構 成 さ れ て お り 、 矢 印 Ｙ 方 向 が 長 辺 、 矢 印 Ｘ 方
向 が 短 辺 と さ れ た 楕 円 形 状 と さ れ 、 か つ 、 （ λ ／ ２ ） 経 路 １ ０ ３ １ ａ が 矢 印 Ｘ １ 方 向 側 を
通 り 、 （ λ ／ ４ ） 経 路 １ ０ ３ １ ｂ 、 １ ０ ３ １ ｃ が 矢 印 Ｘ ２ 方 向 側 を 通 る 構 成 と さ れ て い る
。
【 ０ １ １ ９ 】
　 オ ー プ ン ス タ ブ １ ０ ３ ２ は 、 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） と さ れ て お り 、 リ ン グ 部 １ ０ ３ １ の （
λ ／ ４ ） 経 路 １ ０ ３ １ ｂ と （ λ ／ ４ ） 経 路 １ ０ ３ １ ｃ と の 接 続 点 か ら 矢 印 Ｘ ２ 方 向 に 延 出
し た 後 、 矢 印 Ｙ １ 方 向 に 折 曲 さ れ た 形 状 と さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ ０ ２ ２ は 、 リ ン グ 部 １ ０ ５ １ 及 び オ ー プ ン ス タ ブ １
０ ５ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 リ ン グ 部 １ ０ ５ １ は 、 （ λ ／ ２ ） 経 路 １ ０ ５ １ ａ 、 （ λ ／ ４ ） 経
路 １ ０ ５ １ ｂ 、 １ ０ ５ １ ｃ か ら 構 成 さ れ て お り 、 矢 印 Ｙ 方 向 が 長 辺 、 矢 印 Ｘ 方 向 が 短 辺 と
さ れ た 楕 円 形 状 と さ れ 、 か つ 、 （ λ ／ ２ ） 経 路 １ ０ ５ １ ａ が 矢 印 Ｘ ２ 方 向 側 を 通 り 、 （ λ
／ ４ ） 経 路 １ ０ ５ １ ｂ 、 １ ０ ５ １ ｃ が 矢 印 Ｘ １ 方 向 側 を 通 る 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 オ ー プ ン ス タ ブ ４ ５ ２ は 、 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） と さ れ て お り 、 リ ン グ 部 ４ ５ １ の （ λ ／
４ ） 経 路 ４ ５ １ ｂ と （ λ ／ ４ ） 経 路 ４ ５ １ ｃ と の 接 続 点 か ら 矢 印 Ｘ ２ 方 向 に 延 出 し た 後 、
矢 印 Ｙ ２ 方 向 に 折 曲 さ れ た 形 状 と さ れ て い る 。 第 ２ の ス タ ブ 付 き フ ィ ル タ ４ ２ ２ は 、 一 端
が 第 ２ の 配 線 ４ ６ １ を 介 し て ポ ー ト Ｐ 42に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 〔 第 １ １ 実 施 例 〕
　 な お 、 第 ４ 実 施 例 乃 至 第 １ ０ 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 で は 、 ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ を
２ 段 、 シ ョ ー ト ス タ ブ を ３ 段 と し た 構 成 に つ い て 説 明 し た が 、 ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ
を ３ 段 、 シ ョ ー ト ス タ ブ を ２ 段 と し た 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 図 ３ ３ は 本 発 明 の 第 １ １ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ３ ４ は 本 発 明 の 第 １ １ 実 施 例 の 構 成 図 を 示
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す 。 同 図 中 、 図 ２ ０ 、 図 ２ １ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 　 〔 全 体 構 成 〕
　 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 １ １ ０ ０ は 、 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １ １ ０ １ 及 び 第 ２ の フ ィ ル タ
手 段 １ １ ０ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １ １ ０ １ 及 び 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 １ １
０ ２ は 、 プ リ ン ト 配 線 板 ４ １ １ 上 に 形 成 さ れ る 導 電 パ タ ー ン に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 　 〔 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １ １ ０ １ 〕
　 第 １ の フ ィ ル タ 手 段 １ １ ０ １ は 、 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ １ 、 第 ２ の ス タ
ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ ２ に 加 え て 第 ３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ １ ２ ３ を 有 す る
構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 第 ３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ １ １ ２ ３ は 、 リ ン グ 部 １ １ ３ １ 及 び オ ー プ ン ス タ ブ １
１ ３ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 リ ン グ 部 １ １ ３ １ は 、 （ λ ／ ２ ） 経 路 １ １ ３ １ ａ 、 （ λ ／ ４ ） 経
路 １ １ ３ １ ｂ 、 １ １ ３ １ ｃ か ら 構 成 さ れ て お り 、 矢 印 Ｙ 方 向 が 長 辺 、 矢 印 Ｘ 方 向 が 短 辺 と
さ れ た 楕 円 形 状 と さ れ て い る 。 こ の よ う な 形 状 と す る こ と に よ り 、 矢 印 Ｘ 方 向 の 幅 の 広 が
り を 小 さ く し て い る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 オ ー プ ン ス タ ブ １ １ ３ ２ は 、 長 さ が 略 （ λ ／ ４ ） と さ れ て お り 、 リ ン グ 部 １ １ ３ １ の （
λ ／ ４ ） 経 路 １ １ ３ １ ｂ と （ λ ／ ４ ） 経 路 １ １ ３ １ ｃ と の 接 続 点 か ら 矢 印 Ｙ ２ 方 向 に 延 出
し た 形 状 と さ れ て い る 。 第 ３ の ス タ ブ 付 き フ ィ ル タ １ １ ２ １ は 、 一 端 が 矢 印 Ｘ ２ 方 向 に 延
出 し て お り 、 矢 印 Ｘ ２ 方 向 か ら 矢 印 Ｙ ２ 方 向 に 折 曲 し た 形 状 の 配 線 １ ２ １ １ を 介 し て 第 １
の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ １ の 他 端 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 矢 印 Ｘ １ 方 向 に 延 出 し て お
り 、 矢 印 Ｘ １ 方 向 か ら 矢 印 Ｙ ２ 方 向 に 折 曲 し た 形 状 の 配 線 １ ２ １ ２ を 介 し て 第 ２ の ス タ ブ
付 き リ ン グ フ ィ ル タ ４ ２ ２ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 　 〔 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 １ １ ０ ２ 〕
　 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 １ １ ０ ２ は 、 第 １ の フ ィ ル タ １ １ ０ １ の バ ン ド エ ル ミ ネ ー ト 特 性 の
低 域 減 衰 極 周 波 数 以 下 の 周 波 数 を 減 衰 さ せ る フ ィ ル タ で あ り 、 第 ４ 実 施 例 の シ ョ ー ト ス タ
ブ ４ ８ ５ を 削 除 し た ４ 段 の シ ョ ー ト ス タ ブ ４ ８ １ ～ ４ ８ ４ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 　 〔 特 性 〕
　 図 ３ ５ は フ ィ ル タ 装 置 １ １ ０ ０ の 周 波 数 特 性 図 を 示 す 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 １ １ ０ ０ に よ れ ば 、 図 ３ ５ に 示 す よ う な 周 波 数 特 性 を 得 る こ と
が で き る 。 リ ン グ フ ィ ル タ の 段 数 が １ 段 増 加 さ せ る こ と に よ り 、 阻 止 帯 域 の 幅 を 広 げ 、 減
衰 極 付 近 で シ ョ ー ト ス タ ブ の 帯 域 特 性 の 影 響 を 低 減 で き る た め 、 減 衰 極 付 近 で リ ン グ フ ィ
ル タ の 急 峻 な 特 性 を 活 か す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 な お 、 本 実 施 例 の フ ィ ル タ 装 置 １ １ ０ ０ に 対 し て も 第 ４ 実 施 例 と 同 様 に そ の 変 形 例 及 び
第 ５ 乃 至 第 １ ０ 実 施 例 の 構 成 を 適 用 す る こ と が で き る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ ２ 】
【 図 １ 】 リ ン グ フ ィ ル タ の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 リ ン グ フ ィ ル タ の 通 過 周 波 数 特 性 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 リ ン グ フ ィ ル タ を 用 い た フ ィ ル タ 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 リ ン グ フ ィ ル タ を 用 い た フ ィ ル タ 装 置 の 周 波 数 特 性 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 フ ィ ル タ 装 置 １ ０ ０ の 周 波 数 特 性 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 図 ８ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ３ １ の 回 路 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 ハ イ パ ス フ ィ ル タ ２ ３ ２ の 回 路 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 フ ィ ル タ 装 置 ２ ０ ０ の 周 波 数 特 性 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 要 部 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 シ ョ ー ト ス タ ブ ３ １ １ の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 シ ョ ー ト ス タ ブ 周 波 数 特 性 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 シ ョ ー ト ス タ ブ 周 波 数 特 性 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 フ ィ ル タ 装 置 ３ ０ ０ の 周 波 数 特 性 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段 ３ ０ ２ の シ ョ ー ト ス タ ブ を ６ 段 に し た 場 合 の 周 波 数 特 性 図
で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 フ ィ ル タ 装 置 ４ ０ ０ の 第 １ 変 形 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 の ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 本 発 明 の 第 １ １ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 本 発 明 の 第 １ １ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 フ ィ ル タ 装 置 １ １ ０ ０ の 周 波 数 特 性 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ３ ３ 】
１ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ 、 ４ ０ ０ 、 ５ ０ ０ 、 ６ ０ ０ 、 ８ ０ ０ 、 ９ ０ ０ 、 １ ０ ０ ０
１ １ ０ ０ 　 フ ィ ル タ 装 置
７ ０ ０ 　 通 信 装 置
１ ０ １ 、 ４ ０ １ 　 第 １ の フ ィ ル タ 手 段
１ ０ ２ 、 ２ ０ ２ 、 ３ ０ ２ 、 ４ ０ ２ 　 第 ２ の フ ィ ル タ 手 段
１ １ １ 、 ４ １ １ 　 プ リ ン ト 配 線 板
１ ２ １ 　 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ 、 １ ２ ２ 　 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ
１ ２ ３ 　 第 ３ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ 、 １ ２ ４ 　 接 地 パ タ ー ン
１ ３ １ 　 チ ッ プ コ ン デ ン サ
２ ３ １ 　 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 、 ２ ３ ２ 　 ハ イ パ ス フ ィ ル タ
３ １ １ ～ ３ １ ４ 　 シ ョ ー ト ス タ ブ 、 ３ ２ １ 　 第 １ の 配 線 パ タ ー ン 、 ３ ２ ２ 　 ス ル ー ホ ー ル
４ １ ２ 　 接 地 パ タ ー ン
４ ２ １ 　 第 １ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ 、 ４ ２ ２ 　 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ
４ ８ １ ～ ４ ８ ５ 　 シ ョ ー ト ス タ ブ 、 ４ ９ １ ～ ４ ９ ５ 　 ス ル ー ホ ー ル
４ １ １ ａ 　 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 、 ６ ０ １ 　 誘 電 体 樹 脂
７ ０ １ 　 信 号 処 理 Ｉ Ｃ 、 ７ ０ ２ 　 チ ッ プ ア ン テ ナ
９ ０ １ 　 ア ー ス 板
１ １ ２ ３ 　 第 ２ の ス タ ブ 付 き リ ン グ フ ィ ル タ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】

(25) JP 2005-318428 A 2005.11.10



【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】
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